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ア ー ノ ル ド ・ ウ ェ ス カ ー
ユ ー トピア と現実 と演劇
前 波 清 一
1.序
ジ ョン ・オズボ ーンの 「怒 りを込め て振 り返れ」 を導火線 として輩 出 し
た,イ ギ リスの 「新 しい演劇」の作家たちの中で,十 余年 たった今 日もな
お,最 も注目すべき演 劇活動 を行な ってい るのは,アー ノル ド ・ウェスカ ー
であろ う。
ウェスカーは劇作 家以 外の,たとえば 「センター42」とい う芸術運 動 の
推進者,ニ ュー ・レフ ト思想 に近 い活動家 などの顔 を持つ が,その本領 は も
ちろん演劇 にある・しか し,劇作家 ウェスカー も単純 な相貌を持 つわけでは
ない。 反体制の作家,コ ミッ トメン トの作家,メ ッセージの作家,自 伝的
作家,ユ ダヤ入 作家 など,そ れ ぞれの断面 で捕 えることができ,そ れ らの
モザイ クである とも言 える。 ただ,ウ ェスカーの ドラマの魅力,そ の ドラ
マ.ツルギーの根本 は,別 の ところにあ ると考 えられ る。
イギ リスの国際的地位 の低 下 と国内の沈滞,福 祉国家の定着 と無 関 らの
弥漫 を背景 に,青 春 の夢 と現実,青 年 の希 望 と幻滅 を通 して,生 きる原理
とは何か,真 の連帯 は可能 か,変 革へ の志 を持続 できるか,な どのテーマ
を展開す る ウェスカーは,一 方 では,リ ア リス トである。現実 に注 ぐ目は
鋭 く,現 状への批 判 はきびしい。 その ドラマの テーマ も人物 も背景 も,す
べて現実 か ら,リ ア リス トか ら生 じてい る。他 方,ウ ェスカーは また ユー
トピアンで もあ る。 ユー トピアへの燃 えるよ うな希求 があ り,理 想社 会へ
の熾烈 な戦 いがあ る。 その ドラマの テーマも人 物 も背景 も,す べ てユ ー ト
ピアか ら,ユ ー トピ アンか ら生 じてい る。結局,ウ ェスカーの ドラマの本
体は,こ の現実 とユ ー トピア,リ ア リス トとユ ー トピアンのかみ合 いにあ
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る。それを個々の作品で具体的にながめていこう。
矼.ウ ェス カーの ドラマ
1.「 調理場 」
ある大き な レス トランの調理場 を舞 台 とする 「調理場」 は,そ こに働 く
コックや ウ ェー トレスたちの,「 目が回 るほ ど忙 しく,つ まらないけんか
や,不 平 や,誤 った 自尊 心や,俗 物根性 のある」労働 の場 を,作 者 自身の
体験 の具体 的イ メー ジを フ・レに生 か して,リ ア リス トの目でかな り自然主
義 的に描 い てい る。 しか し,ウ ェスカ ーに とって調理場 は調理場 に とどま
らない,
一 世 界は シ ェイクスピ アに とって舞台 であったか も知れ ないが,ぼ
くにとっては調理場 である。 そこに人 々は来 ては去 り,互 い に理解す るほ
ど長 くとど まる ことがで きず∫友情 ・恋愛 ・反 目が生 まれるの も早 いが,忘
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れ られるの も早い。
その調理場 が シンボ ライズす る世界 は,日 々の決 ま りきった仕事 の中 で,
労働 が疎外 され,真 の人間的生活 が不可能 な世界であ る。 その意味 で,無
関心 ・無責任 ・偏 見 ・ご まか し ・けん か ・情事のはび こる中 で,気 違い じ
みた仕事 になる食 事時が,ド ラマの クライマ ックスであ る。
一方,仮 借 なき現実 に幻滅 と挫 折 を味 わ う コ ックたちが,午 後 の休憩
時間 に,ペ ー ターに誘 われて夢 を語 る イン タリsド を クライマ ックスと
呼ぶこ どもでき る。 天火の音 が低 くな り,客 も店主 もい な くな り,す っか
り静 かになった ところで語 られ る夢は,作 業場,睡 眠,金,女,あ るいは
友 だち と,あ ま りに も現実的で退嬰的ではあ るが,現 実の反映 としての熱
い夢は明 らかであ る。
その ペー ターは店主の生 き方 を嘲弄 し,夢 を見 ること もで きない調理場
での疎外感の中で,絶 望的 な反抗 をす る。店主 がコ ックたち の 夢 も挫 折
も,希 求 も苦 悩 も理解す るこ とができず,ペ ー ターたち の反抗 にあっけに
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取 られ て,み ん なを見回 しなが ら抗 議す るセ リフに,作 者の意図が反語 的
に語 られ てい る,
なぜみんなは,わ しに サボ タージュをす るんだ。 わ しは仕事 を与
え,じ ゅうぶんに給料 を払 ってい る,そ うだろ う?み んな食 い たい
ものを食 っているだろ う?こ れ以上何 が必要 なんだ。働 いて,食 っ
て,金 を受 け取 る,こ れが人生 じや ない か。 わしはまちがってはい な
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いだろう?わ しはまともな世界に住んでいるんだろう?
調理場での人間疎外の中で,生 き生きした人問 で あ る ことを許 さない
世界で,人 間性の回復 を願 う作者のアピールが,こ れまでの過程で説得的
に語 られている。せわしさと喧騒の調理場では得られない,生 きる原理の
模索が,暖 かい共感をもって展開される。身近な基本的パ ターンで,疎外
の現実と,そ こからくる単純な夢が,卒 直に語られる。その夢はユー トピ
ア志向への第一歩なのである。
2.「 大麦 入 りのチキンスープ」
1936年の反 ファシズム運動か ら,45年の労働党政権誕生 を経 て,56年の
ハ ンガ リー動乱に至 る,現 代史の激動の20年間 を,半 自伝的 なカー ンー家
を通 して,ダ イナ ミックに浮かび上 が らせ よ うとす る雄 大な構想の 「大麦
入 りの チキンスープ」 では,コ ミュニズムへ の信念 と幻滅 が,家 庭 と個人
の調和 と崩 壊に密接につ なが る。
ヨ
「シニシズムや絶望や幻滅の時代の気分」とは無関係に,首尾一貫 して 「な
んとかしよ うとする」のは,一家の母親サラである。無気力 と麻庫の夫ハ
リーに対して,戦 中の幻滅から田園でのユー トピアを企図する娘 アダに対
して,調理場の仕事 とハンガ リー動乱に挫折する息子 ロニーに対 して,そ
して社会主義運動から離れていく仲間に対 して,情熱 と信念のサラを対置
する。 そのサラが抽象的 ・理想的人間像ではなく,社会主義 と社会主義者
を,いわば最 も単純な低次元で捕えているところに,人 間の ドラマが生ま
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れる。「愛情 が先よ。愛情から始めなきゃだめ。社会主義って,ほ か に 考
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えられない じゃない?」 と主張するサラには,主 義が前提 としてあるので
はなく,人 間から,しかも抽象的な人間ではな く,個々の人間 か ら 出発
し,それを根底にした信念の一生を貫 く,
一 で も私は一生戦ってきたわ。おまえの父さんと,父 さんを救えな
い腐敗 した制度 と。私は一生,栄 光と自由と友愛を意味する党といっ
しょに働いてきたわ。おまえはそれを今あきらめうって言 うの?ヘ
ン ドンに移って自分を忘れてしまえって言 うの?も し電 気 屋 が 来
て,ヒ ューズを直す代 りに飛ばしてしまったら,電気なしで暮らぜっ
て言 うの?明 りなしで生活 しろと言 うの?社 会主義は私 の 明 り
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よ,わ かる?生 きる方法よ。
サラの信念は素朴ながら強烈な理想主義であ り,それなくしては生きて
はいけないよりどころである。作者がサラに深い共感を抱いていることは
明白だが,一 方では,最 も基本的な自分の家庭での失敗 とい う現実を卒直
にさらけ出す。サラの言い分が現実の失意や幻滅,破 綻や挫折に対 して,
何の力 も持ちえないところを示しながら,し かも次々に匪難と敗北に直面
させながらも,なお戦いを続ける肯定的な入間と思想を強く打ち出してい
く,作者のナイーブな信念が ドラマの根幹 を成す。作者の愛情 と肯定が両
者にまんべんな く注がれているとい うより,むしろ両者の,つ ま り,現実
とユー トピアの間の緊張がそのまま作品の緊張であるとい う構成である。
燃え上がる理想に,常 にきびしいあるいは皮肉な現実を対置 し,その緊張
と相克に演劇 としての迫力が生じる。 しかも公正な対置 に終わるのではな
く,作者の理想が,挫 折や敗北や裏切 りや虚偽の積み重ねの現実の中でこ
そ,光 彩を放つ仕組みで,終始貫 くのはその理想,ユ ー トピアの希求であ
る。
3,「 根 っ こ 』
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「ウェスカー三部作」 の第二部 「根 っこ」 は,ロ ニー と同 じ職 場 で 働
き,ロ ニーと恋愛 し,ロ ニーの感 化を受 けた ビーテ ィが,郷 里 に帰 り,偏
狭 と目己満足 に凝 り固 まった家族 と対立す る ところに ドラマが発生 す る。
「水道 も電気 もガスもまだ引 かれ てい ない」 ノー フォー クの いなかは,ひ
ど く辺ぴな閉 ざされ た世界で,ロ マンテ ィックに田園 を賛美 した り,そ の
生活の質 朴にあ こがれ た りしない,ウ ェスカーの きびしい リア リズ ムがあ
る。
第 一部 の現 代史 を背景 にしての家庭史 と違 って,イ ギ リスの状況 を象徴
する よ うな沈 滞 した家庭 を舞台に,三 幕構 成のほ とん どラス トシ ー ン ま
で,そ の沈滞 ぶ りの描 出で ある。 そ うい う現実 に入 って来 るビー テ ィが,
ロニーの理 想 を家族に語 るの だが,ロ ニーが説 く理想はむ ろん社会主義 の
ビジ ョンであ る,
一 社会 主義 とい うのは,年 中お しゃべ りす ることじゃない。 生活す
ることなんだ,歌 うことなんだ,踊 ることなんだ,身 の回 りので き事
s
に関心 を持つこ となんだ,人 々や世の中にかかわ ることなんだ。
社会主義 といって も,教 条的な主義か らはほ ど遠 く,人 間性の回復 を目差
しての,真 の人問 的生 活の,肯 定的な ビジョンであ る。 しか し,「人 間 の
尊厳 と寛容 と協力 と平 等 と」 を信 じ,ユ ー トピアを希 求す るロニーも,自
称,非 常 に もろ く,神 経質 な インテ リゲ ンチ ャとして,現 実 とのギ ャップ
に絶望 し,「新 しい人生 を手渡 そ うとい うぼ くの考 えは,正 直言 って,全 く
ア
む だで ーマー ン テ ィックな ものに過ぎない。」 と ビー ティに書 き送 り,二入 の
関係 を断 つ。
しかしビー ティは,恋 人 の裏切 りと肉親 の無 関心に出会 って,は じめて
目ざめ,苦 く苦 しい体験 の中で,ロ ニ ーの観 念 を越え る。 ビーテ ィの 目ざ
めは まだ真の 目ざめではないが,そ れ でいて,も ともと同質 であ るブ ラィ
ァン トー族 とは異質 にな っているこ とに,ロ ニーの感化力が うか が わ れ
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る。 しか も,ブ ライアン トー族に代表 され る現実 は少 しも変わ ろ うとしな
い。 こ こには オプ テ ィミス ト・ウェスカーと リア リス ト・ウェスカーの微
妙 な葛藤 があ る。 オプ テ ィミズムと言 って も,一 対一の ミクーのー 人 間関係
において で あ り,そ こに作者の祈 りさえ感 じられ る幕切れ である。作者は
コ ミュニ ケーシ ョンの,社 会主義の,ユ ー トピアの可能性へ の信頼 を説 く
が,一 方 では,そ の挫 折 と至難 の示唆 もきび しい。
ウェス カーには メッセー ジの作家 とい う面 は確 かにあ るが,30年代 の ス
mガ ン を掲げた作家 たち と同質 とみなすこ とも,ま ちがいであ ることが
わか る。 リア リス トとしてはあ ま りに ビジョンや夢想 に富み,ユ ー トピア
ンとしては現実への 目があ ま りに鋭い。
4.『 ぼ くはエル サ レムの ことを話 してい るの だ』
「ウェスカー三部作」の最後 に来 る 『ぼ くはエルサ レムのことを話して
い るのだ」は,ウ ェスカーのユー トピア思想 の追 究 と実験 が最 も生 の形 で
表現 され た作品 の一つ であ る。
一 ほ くたちは労働党 を政権 の座 につかせたばか りだ ものね。党 がパ
イオ ニアにな るんだ,そ う。み 一んなで建 設 して行 くん だ。 ス ラムはた
ちまち消 え,国 民健康保健がで きる。理 想の時代 がや って来 たのだ…
8
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とnニ ーが叫ぶ よ うに,大 戦直後 の新 しいスター トへ の意気込 みに燃 え,
ユー トピアが最 も現実 的であ りえた,ま さに その時期 に,戦 争と戦 中体験
に幻滅 を覚 えたロニーの姉夫婦 にユー トピア建設 の夢 を追 わせる。 デ ィブ
は スペ イン戦役 と第二次世 界大戦 の従軍 で,反 ファシ ズムとい う目標が内
部の分裂 と蛮行 で汚 され,「輝 か しくm的 な労働者階級」とい うイリュー
ジ ョンがついえ去 り,ア ダは家族 の伸 たがい とデ イブを待つ疲れ から,新
しい生活 を夢見 る,
一 デイブが帰 って来 たら,nン ドンを離れ て,い なかで暮 らすの。
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それが私 たちの社会 主義 よ。 いいこ と,- ニー ー。家族 は一つの まとま
りであ るべきだ し,仕 事 と生活 は同 じ一つの ものでなければいけ ない
わ。 バスの停留所 で列 を作 った り,執 務時 間に縛 られて,あ くぜ くと
働 くべ き もの じゃないのよ。 自分 の仕 事 を 見 て,知 っ て,愛 さ な
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くち ゃ。生 きているこ とを感 じた くない?静 かに味わ いた くない?
若い二入 のユー トピアは,働 く人一人 びと りが資本家や機 械か ら解放 さ
れ て,み ずか ら創造す るとい う,ウ ィリアム ・モ リス式の積極的 な面 をか
ね備 え るが,「産業社会 とい うジ ャングル」からの離脱 をはか る人間再 生 の
実 験は,あ ま りに現 実離 れ してい て,挫 折に終 わ るだろ うこ とは,経 過 を
追 うまで もな く最初か ら明 らかであ り,家 族や幻滅 の オーエン主義者 ドブ
ス ンの指摘 を待 つまで もな く,産 業 時代 か らの逃避,「個人的 なレベ ル」で
の行動 に過 ぎない。 問題 は,そ れをあえて実行 させ る,あ るいは作者 が体
験す る意味 であ る。 ウェスカーには,疑 問 ・否定 ・関心 あるいは思想 を,
直接 ドラマに移 すところがある。 また,ハ ロル ド ・リバローが指摘す る 自
ユロ
伝的要素もある。しかし根本的には,常識的な失敗を犯すこと を恐 れ な
い,ユ ー トピアへの激しい憧憬であろう。作者は二人の試みを手放しで押
し進めることはできない。二人の苦悩と弱点を何もかも認め,き びしい挫
折 と敗北に導かざるをえない。それがウェスカーの現実感覚で あ る か ら
だ。 しかも敗北を見越してなお実験を試みさせる作者のオブセシブなユー
トピア思想であ り,挫折の中で夢を追わせる作者の愛情 と執念に,ウ ェス
カーの,そ してその ドラマの特色がある。
ユユ
こ うして三部作 に よって,ウ ェスカー自身のこ とばで,「コ ミュニズム」
「個人」「ウ ィ リアム ・モ リス」の見地か らの社会主義 を,ユ ー トピアと現
,実のギ ャップ を通 して追究 ぜん としてい る。
5.『 みんなチ ップス付 き」
階級制度 は消滅 した とい うムー ドの イギ リスで,王 室 をピ ラミッドの頂
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天とする階級差別は,今だに息を引き取らない現実である。下層階級出身
の左翼作家 で,人 間の理想社会を夢見て,そ のための積極的な言動を展開
するウェスカーが,ユ ー トピアとは無縁の階級差別 と,それをささえる階
級意識の存在を糾弾するのは当然である。
英国空軍 とい うイギ リスの縮図を舞台に,階級制度の問題 を追 究 す る
「みんなチ ップス付き」は,支配階級 と被支配階級の双方が既成概念で相
手側をとらえている現実の中で,理想主義的に両方を否定する視点を加え
る入物を主入公とする。 ドラマのイニシャティブを取るピップ ・トムスン
は,ウ ェスカーのこれまでの主人公たちと階級を異にし,元将軍の銀行家
を父に持ち,そ の階級にふさわしく将校になることを拒否し,兵卒の中で
士官たちへ の反抗 を指揮する。 自分 と異なる相手の陣営に進んで入 り込み
ながら,軽 べつ と疎外感を隠そ うとぜず,また 「勇気と理想主義]で ある
にはあま りに安定 し,自分の納まるべきところを心得ているOそ うい う意
味では,「スラム探訪」の感じを与 えるピップの分裂一 頭 と心,理 念と
心情の分裂をドラマの軸とする。被支配階級に対する扇動家で あ る と共
に,支 配階級の手の内を明かす暴露屋でもある,ピ ップの正体暴露の過程
に作者の真意がある。
階級なき社会 とい うユー トピアは,現実からあまりにも遠 い。それ は
「みんなチップス付き」の世界がピップやその階級にとっては,見 知らぬ
無関係な世界であるとい う階級差の実態であ り,目ざめて反抗 しなければ
ならない階級が,上 からの指導と改革を待 たなければ何もできない被支配
階級の実情である。階級の拒否あるいは階級闘争とい うユー トピアへの過
程が,「スラム探訪」に近いピップによってなされ,しかも最後には現実の
前に寝返 りを打つピップに,ウ ェスカーのペシミスティックな色合いが濃
い。しかし,絶望的ではない。曲折した,あ るいはそれだけ実態をふまえ
た形ではあるが,階級なき理想社会へのユー トピアン・ウェスカーの夢が
ドラマの基底を支えている。
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6.「 かれ ら自身の黄金 の都市」
自分 を含む 「新 しい演劇」 の作家 お よび作 品が,反 旗 を翻 し た は ず の
ウェス ト・エ ンドの観客 に歓迎 され るとい う,皮 肉な成行 きに気付 いた ウ
ェスカーは,演劇お よび文 化活動全般 の根底 を くつがえす変革 を目差 して,
一時創作 の筆 を絶 ち,「センター42」の運動に 専 心す る。 それ は芸術 家 と
労働組合 と地域社会が 協同 して,い ろん なジ ャンルの フェステ ィバ ル を開
き,芸 術のあ り方 と観客 を変 えるとい う,ユ ー トピアン ・ウ ェスカーの特
徴 を遣械 な く発揮 した オプテ ィミステ ィックな構 想で ある。 そしてい くつ
かの フェステ ィバ ルを成功 させ,芸 術 とそれ を取 り巻 く環境に ある程度 の
変革 を加 えるかに見 えたが,労 働組合の無理解,すぐれた芸術 家の非協力,
そして根本的 には,現 実 から遠 いロマンテ ィックな構想の ゆえに,し りす
ぼま りに終わ る。『かれら自身の黄金 の都市」 は明らかに 「セ ン ター42」
の体験 に基づ き,そ の フェステ ィバ ルをさらに雄大 な都市 に置 き変 えた ド
ラマである。
ウ ェスカーのユー トピア思想,オ プテ ィミズムあ るいは ロマンテ ィシズ
ムが最 も濃厚 に現われ てい るこの作品は,フ ラッシュ ・バ ックに 対 す る
ユ　
「フ ラッシュ ・フ ォワー ド」 とい う,ウ ェスカーに本 質的な手法で展開 さ
れ る一種の未来物 語,夢 物語であ り,理 想 と現実 の交錯の中に,作 者の問
題 意識や思想体験 が渾然一体 となった,ウ ェスカ ーの これ までの作品の集
大成であ る。
あ る寺 院の内部に感動 して,若 者 アンデ ィの夢が スター トす る,
一 もしも町 を,新 しい町 を建 て るチ ャンスと,世 界 中の金 がある と
したら,そ の新 しい町 を,君 たちど うする?… …
生活 のしかたを永久 に変 えるチ ャンスだぜ。新 しい,美 しい,緑 の,
13
豊かな処女地があるとしたら,ぼ くたちそれをどうする?
この洸惚境からアンディの夢がはぐくまれ,建 築家の資格取得,労 働組合
への接近,地 方都市計画委員会への働きかけ,そ して黄金の都市建設と,
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しだいに 夢 を具体化 してい く。「かれ ら自身の黄金 の都市」 を建 て る長 い
戦 い,数 十年 にわた る成長 と衰退 の物語 が 「フ ラッシx・ フー1,ワード」で
パ ノラマ式 に展 開 され る。
一 人 々をささえて運動 を永続 させ るものは何 か,ぼ くたちは知って
い ます,そ の人 々の ビジ ョンです。 ビジョン,ビ ジ ョン,ビ ジ ョン!
14
ほか に何が あ ります?
と説 くア ンデ ィは,「 オプテ ィミス トの ロマ ンテ ィス ト」 ある い は 「ユー
トピアの 化け物」呼 ばわ りされながら も,ユ ー トピ アを追い続け る。 しか
し,そ の 戦いの過程 でア ンデ ィを最 も悩 ますの は,ビ ジ ョンと無縁の労働
運動 と,そ の指導者 たちの無 理解 と共 に,プ リンシプルの問題で ある。老
オルグの ジ ェー クが マ クドナル ド政府に関連 して設 問 した,「プ リンシプル
を貫 くた めに敗 北の危険 を冒す ことがいいか,妥 協 に甘 ん じるこ とがいい
is
か」 とい う問題 で ある。現実 との断層 に悩み,エ スタブ リッシzメ ン トの
わなに掛 か るアンデ ィは,し だい に 「未来の ビジ ョン」の縮小 を余儀な く
され,プ リンシプルを妥 協 させてい き,苦い思いで敗 北 を認め ざるをえな く
な る。「緑 なるここち良 い イング ランドの地 にエルサ レムを建 てる」夢は,エ
ル サレムにはほ ど遠 い,一 つの 「黄金 の都市」 に終 る。 ここにウ ェスカー
の ユー トピア と現実 との,プ リンシプル と リア リテ ィとの接点 があ り,ウ
ェスカーの ドラマの本質があ る。
7..「四季」
詩劇あるいは劇詩 とも言える様式で,二 人の男女の愛の軌跡を追 う 「四
季」は,人 間関係の本質を探求する永遠の物語で あ る。「センター42」の
運動の挫折,ロ マンティックな夢の破綻のあとで,人 間の連帯の最 も基本
的なミクロの関係にもどるのは,理想社会の実現をはばむ根本原因として
の人問そのものの探究であ り,たとえこれま で のウェスカーか ら は一見
180度転換とも思 えるくら い,政治や社会の動きを遮断 したところでドラ
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マを構築 していても,東西をまたに掛けて活躍 し注 目を沿び て い る 作家
の,単 なる後退ではありえない。
一組の男女と言っても,二人はナイーブな若い男女ではなく,裏切 りや
屈辱の苦い体験者である。 ウェスカーあるいはその登場人物たちの運動を
推進し継続させるのは,未来のビジョン,ユ ー トピアの夢であるが,そ の
障害と阻害の原因 となるのは,政 治の貧困や社会悪よりも根源的な,人 間
の本性に潜む愛の欠如や人間関係のむずかしさである。
アダムはベア トリスに説く,
君は理想の時代が来たら,恋する男がめそめそする女の子に うん
ざりすることがなくなると思 うのか?妻 がからのベッドに涙 を流す
ことがなくなると思 うのか?た とえエルサレムが建設されたって,
友だちは離れ離れになるだろ うし,母親たちは息子が大きくなってい
くのを歎 くだろう。
君は飢えた子供たちに同情 しろと言 うのか?ぼ くは同情するよ。山の
中で戦われている戦争に抗議しろと言 うのか?ぼ くは抗議するよ。だ
けど入の心には自分だけの痛みがあるものだ。 自分だけの痛みを心に
感じさせないわけにはいかないのだ。 この世のあらゆる大義名分をも
ってしても,ぼ くがつかの間の愛を嘆 くことを止めることはで きない
のだ。16
こうしてr四季」は,人 間と社会 とユー トピアを考える際の最 も根源的な
パターンとして二人の男女の愛の経過を四季を通 して追い,ウ ェスカーと
して原点に立つことになる。 しか もそうい う作品が,ユ ー トピア建設に湧
き立つ社会主義国キューバ滞在中に完成 ・上演されて,キ ューバとキュー
バの人 々にささげられていることは注目に価する。「四季」のエ ビn一 グ
でウェスカーは断言する一 「この劇は社会主義的原則への関心を放棄し
ていない し,真の人間の問題への没頭から身をかわしてもいない。逆に,
この劇はこれまでのぼくの作品に含 まれていた価値からの後退どころか,
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その論理 的進展で ある…… 。」
皿.ウ ェス カーの ドラマツル ギー
個 々の作 品 で分析 してきたよ うに,「調理 場」は労 働の場 における 疎 外
の実態 と,そ こか ら来 る単純 な夢 を追 い,「ウェスカ ー三部作 」は家 庭 と
社会の両者 に焦点 を合 わせ て,ユ ー トピアと現実 の接点 を探 究 し,「み ん
なチ ップ ス付 き」 は現実 を 前に しての 理想の もろさを突 き,「かれ ら自身
の黄金 の都市 」は現実 を押 しのけて強引 にユー トピアを追求 し,そ し て
「四季」 は ミクロの人間関係で最 も基本 的な理想 と現実 のパ タ ー ン を 探
る。
ウェス カーの ドラマには,程 度の差 はあるが,ユ ー トピ ア憧憬 と現実認
識 との激 しい葛藤 がある。 ユー トピアと現実 が,ウ ェスカーない しその作
品の中 に共存 してい る とい うだ けでな く,両 者相 まってウ ェスカーとその
作品 を成 り立 たぜ てい る本質 である。
断片 的 なアプローチ しか許 さない クェズカーの ユー トピアは,社 会主義
的,ウ ィ リアム ・モ リス式,あ るい はエルサ レムのよ うで,必 ず し も明確
な イメー ジでできていない。 しか し,コ ミュニヶ一シ ョンと愛 の蘇生,人
間性 と創造性 の回復,無 関心 と疎 外か らの脱出な どで特色づけ られ るユ ー
トピアは,現 実 か ら派生 し,現 実感 に裏打ち され,そ の アンチ テーゼ とし
て提示 される。 ウ ェスカーのユー トピアは現実か ら逃避 した桃源郷 では な
い。人間 ・社 会 ・世界 が,あ るい は恋八 ・家族 ・仲間 が,本 来 そ うあるべ
き姿の理 想社 会で ある。人 間に対 する信頓 と,歴 史 の流 れに対す るオプテ
ィミズムに支 えられた ユー トピァである。
しかし一方,ウ ヱスカーは単な る夢見 る人,ロ マ ンテ ィックな幻 想家 で
はない。その作 品のすべ てが ・・ッピーエン ドで終 わるこ とな く,幻滅 ・絶望 ・
破綻 ・挫 折 ・い らだち ・怒 り ・悲 しみ,あ るいは困惑で幕 が降 りるこ とか
ら明 らかなよ うに,ウ ェスカーの現実 をながめ る目は,鋭 くきび しく,また
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卒直で誠実 で ある。社会の現実は ユー トピア的な社 会とは反対の極 に あ り,
人 間の実態 はユ ー トピアの住人であ ることを不可能 にす る。 入間は一対 一
の結 び付 きさえ絶望 に近 く,ユ ー トピ アを目差 すはずの社会主 義社会 が,
最 も許すべ からざる悪 を犯 しかねない現状 であ る。その現実 を,ウェス カー
は無視 し歪曲 した りする どころか,だ れよ りも激 し く果敢 に攻撃 する。
'しか し
,ユ ー トピアの理想 が現実 と接 して破綻や挫折 に終わ ること を描
きながら,ウェスカーはペ シミステ ィックではない。現実 での幻滅や挫 折の
裏 には理想へ の強烈 な願望があ り,ユ ー トピアへ の希 求には,き びしい現
実感が裏打ち され ている。仮借 なき現実 に対 する認識 が深 まる一方 で,夢
がい っそ う熾 烈 に燃 え上 が り,そ れが また現実 に反映 す る と い う構 造で
ある。
演劇 イコール葛藤 説は,あ る意味では古 い だろ う。 しか し,最 小限 の対
立 もない演劇 は考 えられ ない し,基 本 的に リア リスティックなわ く内で の
演劇であ る限 り,葛 藤 が重要 な ドラマの要素 であ るこ とに変 わ りはない。
ウェスカーの ドラマには,ユ ー トピアと現実 のe,が,ま た ウェスカ ーの
資質 としては,ユ ー トピアンと リア リス トの対立 が,基 本的 な構造 を形作
ってい る。個 々の作 品においてそ うであ り,ま た全体の作品群 として もそ
うで ある。 ユー トピア と現実,夢 と リア リテ ィ,ビジ ョンと実際,これ らの
緊張関係 と相克 が ウ ェスカーの ドラマの本質 であ り,そ の ドラマツルギー
の根本 を成 す。 ウェスカーは ビジ ョンを失 って,現 実 に拘泥 し,人 間 と社
会 の理想郷 を描 け な くなるよ うな作家で はない。それ は人 間 としての,また
作家 としての,ウ ェスカーの レゾ ン ・デー トルを失 うことであ るか らだ。
一方,ウェスカ ーは入間 と社会 の現実 を忘れ て,理想郷 を夢見 るだけに終 わ
って しま う作家 で もない。 それ もまた,人 間 としての,ま た作 家 と し て
の,ウ ェスカーの存 在理 由を失 うことであ るからだ。 ウ ェスカーは,両 者
の緊張 と葛藤 に真正 面か ら取 り組む作 家 として,ユ ー トピアの ビジ ョンに
ささえ られて現実 をあば き,現 実 の認識 に ささえられてユ ー トピ アを追求
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する数少 ない作家として,今後 も注目に価する活動を続けていくだろ う。
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